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た。また、H-CKD と L-CKD の大腿骨骨幹端部におけるコラーゲン線維と低結晶性アパタイト
の配向性は、骨幹部に比べて著しく低下し、この傾向は H-CKD で顕著に現れた。	
	
【第五章	結論】	
赤外二色性イメージングによるコラーゲン線維と骨アパタイトの配向性評価は、新たな骨
質評価法として極めて有効であることが示され、従来の骨質解析法と併用することにより、
H-CKD	と L-CKD	の骨質の違いを明らかにすることができた。また、4	µm	の	PP	フィルムを
用いた凍結切片作製法は試料調整の時間短縮と低コスト化を実現したことから、臨床応用
が期待される。	
 
 
